
＜令和４年度 地球温暖化対策実行計画の施策実施状況の公表について＞ 

 

 地球温暖化対策の推進に関する法律第２１条第１５項の規定に基づき、岩手沿岸南部広域環境組合の地球温暖

化対策実行計画の施策実施状況を以下のとおり公表します。 

   

令和５年７月２４日 

                    岩手沿岸南部広域環境組合 

                    管理者 釜石市長 野田武則 

１．温室効果ガス排出量 

年 度 温室効果ガス排出量 前年度比 目標年度比 

令和３年度（基準年度） １９，２４２ｔ(CO2) ９８．４４％ １０４．６３％ 

令和４年度 １８，０１５ｔ(CO2) ９３．６２％ １００．６７％ 

目標年度（令和１２年度）温室効果ガス排出量＝１７，８９５ｔ(CO2) 

※令和３年度（基準年度）の７％削減を目標 

≪ 結果 ≫ 令和４年度については、目標年度の数値を達成することが出来ませんでした。 

 

２．温室効果ガス排出量削減の取り組みについて 

⑴環境配慮項目 

コークス、A重油及び軽油において、令和３年度から削減することが出来ました。 

種 別 令和３年度 令和４年度 前年度比 

コークス (t) １，４０２ １，２１５ ８６．６６％ 

A重油 (KL) ２１１ １６４ ７７．７３％ 

昼間電力(千 kwh) １４６ １６１ １１０．２７％ 

夜間電力(千 kwh) ９８ １１６ １１８．３７％ 

軽油 (L) ３，４６１ ３，２５５ ９４．０５％ 

 

 ⑵ごみの搬入量 

令和４年度は、令和３年度と比べて減少しております。 

年 度 通常生活ごみ 災害ガレキ 合 計 前年度比 

令和３年度 ２７，９６７ｔ ０ｔ ２７，９６７ｔ ９７．７６％ 

令和４年度 ２７，１２５ｔ ０ｔ ２７，１２５ｔ ９６．９９％ 

  

⑶エネルギー使用量（バイオマス燃料使用の取り組み） 

   令和４年度は、前年度と同様に温室効果ガスの対策として、バイオマス燃料（木質チップ）を使用しまし

た。 

 

３．今後の対応 

  バイオマス燃料等の効果的な活用を図り、燃料及び電力等の節約に努めながらＣＯ2 の削減に取り組んで参

ります。 


